
１．談合情報 　

　
　

２．通報内容確認後の対応

　

●構成員…会長副市長、技監(土木・建築）、契約監理課長

●構成員…会長副市長の契約審査会＋担当部課長

3．通報時期による対応

　

●構成員…会長副市長の契約審査会＋担当部課長

調査内容による対応

措置の決定

契約監理課

事情聴取

２次審査会

３次審査会

市長

談合情報対応マニュアル基本フロー

関係機関等への通報

市長

情報提供者

情報に接した課

１次審査会

担当課長

政策管理室

関係者

（談合情報聴取書を作成）

内容をできる限り具体的に記入

①工事名

②疑惑の内容（いつ、どこで、だれが、なにを、

どうした等）

③情報源は、どこか

※情報提供者が渋る場合は情報に接した課が、
①通報者の確認
②通報者からの事情聴取
③通報者へ示唆

を行い、談合情報聴取書を契約監理課へ提出
する。内容を連絡

副市長を中心に情報の信憑性を判定し当面の方
針決定

談合情報聴取書及び１次審査会の報告

要調査の場合は、部内の調整

調査方針、当面の処理方法の決定

調査結果による最終決定

警察・公正取引委員会・監査委員への通報・
報告（契約監理課）

調査結果の最終報告

発生報告 ①調査対象者及び調査担当者（担当課長・技監・

契約監理課長等）の決定

②担当課への指示事項（入札延期・中止・契約解

除）

①担当課の処置決定、入札延期の解除・中止・再

度入札の方法・契約解除等最終決定

①要調査判定 調査不要なら情報提供者に契約

監理課からその旨説明して終了

②要調査の場合、２次調査会（契約審査会）の開

催と追加召集委員（担当部課長）の決定

③緊急・重大性により、市長・警察・公正取引委員

会等への発生報告の要否（タイミング）

④緊急・重大性により、担当課への当面の指示事

項（入札延期・中止・契約解除）要調査の場合

通報者の確認（住所・氏名・職業・連絡方法）

今後の対応等は後日連絡すると伝える

指名停止等

通報確認後の具体的な対応マニュアルを参
考にしてください。

（判定会）

事情聴取

事務局
（契約監理課）



３　通報の時期による対応

 一時中止の通知

　 　

　 　

　

　

　

　

入札延期の決定 契約の保留

契約書の提出

入札の再開

契約の締結

４　調査（事情聴取）後の対応

解除の通知

延期の通知

入札延期の解除

入　札　後

契約締結前 契約締結後

通報内容が確認できた場合

通報確認後の具体的な対応マニュアル

入　札　前

契約保留の通知

調査（事情聴取）の結果疑惑事実が確認できなかった場合

工事の一時中止

契約の締結

一時中止の解除

解除の通知

誓約書の提出

　

工事の再開

契約保留の解除

解除の通知

誓約書の提出

　

調査（事情聴取）の結果疑惑事実が確認できる明らかな証拠があった場合

入札の中止 入札決定の無効 契約解除の判断

中止の通知

出来高検査

入札決定の無効の通知 工事継続 契約解除

改め入札 改め入札 　

打切精算

指名停止措置要領に基づき「指名停止に至らな

い事由に関する措置」として、書面又は口頭で、

注意の喚起を行う。

指名停止措置要領等に基づく措置の決定

調査（事情聴取）の結果明らかな証拠はないがきわめて疑わしい場合

５の（２）のアと同様 ５の（１）のと同様

５　その他

入札後は見積書
を提出させる

残工事は新たに
入札


